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用語解説 ※１ 「家庭版エスコ事業」とは、家庭の省エネ度を診断し、適切なアドバイスを行うとともに、家電製品等の買い替えを希望する家庭には優遇ローンを紹介するという、省エネ診断・提案事業です。
※２　県では、新車にかかる自動車環境情報等を適切に説明できる人材を育成することを目的に講習会を開催し、受講修了者を「エコカーマイスター」と呼びます。

栗
東
市
の
産
業
廃
棄
物
処

分
場
問
題

答

琵
琶
湖
の
環
境
保
全
の
取

組
に
つ
い
て
、
個
々
に
は
予

算
を
削
減
し
た
事
業
も
あ
る
も
の

の
、
全
体
と
し
て
は
、
負
荷
削
減

の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
骨
格
部

分
の
事
業
費
は
確
保
し
て
い
ま
す
。

琵
琶
湖
環
境
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

を
再
編
整
理
す
る
と
と
も
に
、
琵

琶
湖
の
底
層
部
の
低
酸
素
化
の
調

査
研
究
な
ど
琵
琶
湖
の
保
全
に
と

っ
て
優
先
度
が
高
い
４
本
の
研
究

を
新
た
に
加
え
る
な
ど
、
選
択
と

集
中
を
図
り
つ
つ
琵
琶
湖
の
総
合

保
全
の
た
め
の
研
究
は
し
っ
か
り

と
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問値
を
持
つ
琵
琶
湖
を
健
全
な
姿
で

次
の
世
代
へ
し
っ
か
り
と
引
き
継

い
で
い
く
と
の
決
意
を
表
明
さ
れ

ま
し
た
。

し
か
し
、今
議
会
で
示
さ
れ
た

平
成
20
年
度
予
算
で
は
、
琵
琶
湖

の
研
究
・
調
査
の
中
核
を
担
う
琵

昨
年
の
６
月
県
議
会
に
お

い
て
、
知
事
は
、
多
様
な
価

問保
全
上
の
支
障
を
除
去
す
る
た
め

の
対
策
工
法
の
案
が
示
さ
れ
ま
し

最
終
処
分
場
問
題
対
策
委

員
会
に
お
い
て
、
生
活
環
境

答

対
策
工
は
、
廃
棄
物
処
理

法
に
基
づ
く
措
置
命
令
を
発

し
、
不
適
正
処
分
を
行
っ
た
事
業

者
等
に
実
施
さ
せ
る
も
の
で
す
が
、

事
業
者
が
経
営
破
た
ん
し
た
た
め
、

県
が
代
執
行
を
行
う
こ
と
を
視
野

に
入
れ
て
、
対
策
工
を
検
討
す
る

こ
と
が
現
実
的
で
す
。
事
業
者
に

対
し
て
、
科
学
的
合
理
性
と
い
う

基
準
を
超
え
た
懲
罰
的
な
意
味
合

い
も
含
め
て
廃
棄
物
の
全
量
撤
去

を
命
じ
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、

現
在
は
、
懲
罰
的
な
意
味
合
い
を

含
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
な
お
、
事
業
者
が
措
置

命
令
を
履
行
し
な
い
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
の
で
、
厳
正
に
対
処
す
る

考
え
で
す
。

県
と
し
て
は
、
安
全
な
対
策
工

を
科
学
的
な
知
見
に
基
づ
き
効
果

的
、
合
理
的
に
選
定
し
、
し
っ
か

り
説
明
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
安

心
と
い
う
結
果
に
つ
な
が
る
よ
う
、

責
任
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

琵
琶
湖
の
保
全

答

本
県
に
お
け
る
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
は
、
産
業
部
門

で
は
１
９
９
０
年
か
ら
２
０
０
２

年
に
か
け
て
９
・
７
％
減
っ
て
い

ま
す
が
、
家
庭
部
門
で
は
26
・

１
％
、
運
輸
部
門
で
は
27
・
１
％

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ

の
両
部
門
で
の
解
決
に
重
点
的
に

取
り
組
む
こ
と
を
戦
略
と
し
て
い

ま
す
。

家
庭
部
門
で
は
、
来
年
度
か
ら

県
内
企
業
と
協
働
し
て
、
各
家
庭

が
環
境
に
配
慮
し
た
取
組
結
果
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
入
力
し
、

そ
の
取
組
に
対
し
て
参
加
企
業
か

ら
特
典
や
割
引
を
得
ら
れ
る
仕
組

み
を
作
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
全
国
に
さ

き
が
け
て
実
施
し
て
い
る
省
エ
ネ

診
断
に
基
づ
き
家
電
製
品
の
買
い

換
え
を
促
進
す
る
、
い
わ
ゆ
る
家

庭
版
エ
ス
コ
事
業※

１

の
推
進
を
図
り

ま
す
。

運
輸
部
門
で
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
の
少
な
い
低
公
害
車
の

購
入
や
使
用
を
推
進
す
る
た
め
、

エ
コ
カ
ー
マ
イ
ス
タ
ー
事
業※

２

や
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
を
事
業
者
と
と
も
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

答

私
は
、
就
任
当
初
か
ら

「
国
際
化
の
時
代
を
生
き
抜

い
て
い
く
人
づ
く
り
」
を
目
標
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
国
際
社

会
で
通
用
す
る
に
は
、「
公
の
心

を
持
つ
」「
日
本
人
で
あ
れ
ば
日

本
人
で
あ
る
こ
と
の
自
信
と
誇
り

を
持
つ
」「
相
手
の
身
に
な
っ
て

考
え
、
行
動
で
き
る
」「
国
語
力

を
身
に
つ
け
る
」
そ
し
て
「
そ
の

人
な
り
の
魅
力
を
持
つ
」
と
い
う

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
考

え
、
こ
う
し
た
思
い
が
全
て
の
学

校
現
場
で
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
市

町
教
育
関
係
者
や
教
職
員
を
対
象

と
し
た
研
修
な
ど
の
機
会
あ
る
ご

と
に
理
解
を
求
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育

む
こ
と
は
、
公
教
育
に
求
め
ら
れ

る
根
幹
の
部
分
で
あ
り
、
個
に
応

じ
た
き
め
細
か
な
教
育
は
も
と
よ

り
、
自
然
体
験
や
職
場
体
験
活
動

の
充
実
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
支
え

る
教
職
員
の
人
材
育
成
等
、
非
常

に
重
要
で
多
様
な
要
素
を
組
み
合

わ
せ
な
が
ら
、
全
体
の
教
育
力
を

高
め
る
こ
と
が
、
学
校
教
育
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
公
教
育
と
し
て
普
遍
的
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

問

教
育
長
は
、全
国
で
初
め
て

民
間
か
ら
就
任
さ
れ
、
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
に
向
け
て
、

新
た
な
視
点
か
ら
取
り
組
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
心
豊

か
に
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
身

に
つ
け
る
た
め
、
学
校
教
育
が
改

め
て
力
を
入
れ
る
べ
き
点
は
ど
こ

に
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

教
育
問
題

2
月
定
例
会
質
問
一
覧

家
森
　
茂
樹
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
平
成
20
年
度
当
初
予
算
と
県
政
運
営
に
つ
い
て

▼
び
わ
湖
ホ
ー
ル
の
あ
り
方
に
つ
い
て

▼
琵
琶
湖
環
境
保
全
の
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て

▼
廃
棄
物
焼
却
施
設
建
設
計
画
を
中
止
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
森
林
整
備
・
保
全
の
基
本
方
針
に
つ
い
て

▼
少
子
化
問
題
に
つ
い
て

▼
産
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

▼
農
業
、
水
産
業
か
ら
の
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

▼
食
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
つ
い
て

▼
本
県
の
道
路
・
河
川
整
備
に
つ
い
て

▼
ス
ポ
レ
ク
滋
賀
２
０
０
８
の
開
催
に
つ
い
て

▼
教
育
問
題
に
つ
い
て

▼
本
県
の
犯
罪
情
勢
に
つ
い
て

大
井
　
　
豊
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
平
成
20
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

▼
新
幹
線
新
駅
設
置
事
業
中
止
に
伴
う
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

▼
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

▼
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
つ
い
て

▼
ア
ー
ル
・
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
最
終
処
分
場
問
題
に
つ
い
て

▼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
滋
賀
に
つ
い
て

▼
造
林
公
社
問
題
に
つ
い
て

▼
安
心
し
て
出
産
、
子
育
て
で
き
る
環
境
に
つ
い
て

▼
障
害
者
自
立
支
援
法
の
課
題
に
つ
い
て

▼
中
小
企
業
振
興
施
策
に
つ
い
て

▼
食
の
安
全
に
つ
い
て

沢
田
　
享
子
　
議
員
（
対
話
の
会
・
び
わ
こ
ね
っ
と
）

▼
平
成
20
年
度
予
算
お
よ
び
財
政
に
つ
い
て

▼
行
政
改
革
に
つ
い
て

▼
地
球
温
暖
化
と
琵
琶
湖
再
生
に
つ
い
て

▼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
滋
賀
に
つ
い
て

▼
森
林
行
政
に
つ
い
て

▼
河
川
政
策
に
つ
い
て

▼
医
療
政
策
に
つ
い
て

▼
道
路
特
定
財
源
お
よ
び
道
路
政
策
に
つ
い
て

▼「
子
供
た
ち
の
将
来
の
た
め
に
は
し
っ
か
り
と
予
算
を
つ
け
る
」

と
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

▼
公
立
高
等
学
校
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て

生
田
　
邦
夫
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
県
南
部
地
域
の
振
興
に
つ
い
て

▼
草
津
線
複
線
化
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

▼
甲
西
駅
で
の
行
き
違
い
設
備
用
地
の
先
行
取
得
に
つ
い
て

西
川
　
　
仁
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

▼
ア
ー
ル
・
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
産
業
廃
棄
物
処
分
場
問
題
に

つ
い
て

▼
造
林
公
社
問
題
に
つ
い
て

三
浦
　
治
雄
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
東
海
道
新
幹
線
新
駅
の
事
後
処
理
に
つ
い
て

▼
ア
ー
ル
・
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
最
終
処
分
場
問
題
に
つ
い
て

辻
　
孝
太
郎
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
（
エ
ン
ジ
ン
付
）
等
に
関
す
る
湖
上
の
利
用

料
金
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

▼
教
職
員
（
中
学
校
、
高
等
学
校
）
の
採
用
に
つ
い
て

西
沢
　
桂
一
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
滋
賀
県
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
総
合
対
策
本
部
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ー
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

▼
平
成
20
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

佐
橋
　
武
司
　
議
員
（
対
話
の
会
・
び
わ
こ
ね
っ
と
）

▼
近
江
米
の
販
売
戦
略
に
つ
い
て

▼
畜
産
に
お
け
る
飼
料
価
格
の
高
騰
に
伴
う
影
響
と
対
応
に
つ
い
て

▼
特
別
史
跡
安
土
城
調
査
整
備
事
業
の
成
果
、
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

▼
上
水
道
供
給
事
業
に
つ
い
て

福
本
庄
三
郎
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
県
民
間
の
格
差
に
つ
い
て

▼
水
道
料
金
に
つ
い
て

▼
下
水
道
料
金
に
つ
い
て

佐
野
　
高
典
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
知
事
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

▼
県
の
福
祉
、
保
健
医
療
に
つ
い
て

▼
琵
琶
湖
の
生
態
系
保
全
に
つ
い
て

山
田
　
　
実
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
農
業
問
題
に
つ
い
て

▼
医
師
確
保
対
策
に
つ
い
て

中
沢
　
啓
子
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
土
地
政
策
と
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

▼「
生
き
る
力
」
と
荒
神
山
少
年
自
然
の
家
に
つ
い
て

山
田
　
和
A

議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
食
の
安
全
と
地
産
地
消
に
つ
い
て

▼
熱
中
症
に
つ
い
て

▼
県
下
の
消
防
組
織
に
つ
い
て

▼
民
生
委
員
、
児
童
委
員
に
関
し
て

▼
琵
琶
湖
の
水
草
に
つ
い
て

▼
管
理
職
の
職
名
に
つ
い
て

節
木
三
千
代
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
雇
用
問
題
に
つ
い
て

▼
周
産
期
医
療
体
制
に
つ
い
て

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

▼
廃
棄
物
処
理
行
政
に
つ
い
て

川
島
　
隆
二
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
滋
賀
県
経
済
振
興
特
区
関
連
事
業
に
つ
い
て

▼
少
子
化
に
つ
い
て

▼
地
方
債
の
繰
り
上
げ
償
還
に
つ
い
て

清
水
　
鉄
次
　
議
員
（
対
話
の
会
・
び
わ
こ
ね
っ
と
）

▼
薬
害
肝
炎
を
含
め
た
肝
炎
患
者
に
対
す
る
県
内
の
状
況
と
今
後
の

対
応
に
つ
い
て

今
江
　
政
彦
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
つ
い
て

▼
依
存
症
対
策
に
つ
い
て

森
　
　
茂
樹
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
２
０
０
８
年
度
予
算
の
あ
る
べ
き
方
向
に
つ
い
て

▼
淀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
原
案
と
県
の
態
度
に
つ
い
て

▼
地
球
温
暖
化
問
題
と
県
の
施
策
に
つ
い
て

田
中
　
章
五
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
滋
賀
県
庁
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
つ
い
て

▼
早
崎
内
湖
再
生
計
画
案
に
つ
い
て

成
田
　
政
隆
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
青
少
年
施
策
に
つ
い
て

▼
う
み
の
こ
事
業
に
つ
い
て

▼
現
下
の
教
育
課
題
に
つ
い
て

野
田
　
藤
雄
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
農
事
組
合
法
人
へ
の
公
務
員
の
出
役
に
対
す
る
労
賃
に
つ
い
て

▼
農
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

粉
川
　
清
美
　
議
員
（
公
明
党
）

▼
人
の
力
を
活
か
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

▼
女
性
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

▼
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

▼
肝
炎
対
策
に
つ
い
て

▼
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
制
度
に
つ
い
て

▼
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
に
つ
い
て

▼
滋
賀
県
奨
学
資
金
に
つ
い
て

上
野
　
幸
夫
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
本
県
農
業
の
現
況
を
問
う

江
畑
弥
八
郎
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

▼
文
化
財
保
護
に
つ
い
て

▼
保
健
医
療
計
画
に
つ
い
て

九
里
　
　
学
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
新
幹
線
新
駅
設
置
事
業
中
止
後
の
県
の
対
応
に
つ
い
て

▼
滋
賀
県
道
路
公
社
に
つ
い
て

▼
ア
ー
ル
・
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
最
終
処
分
場
問
題
の
今
後
の

対
策
に
つ
い
て

西
村
　
久
子
　
議
員
（
湖
政
会
）

▼
議
第
26
号
　
滋
賀
県
職
員
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

▼
時
代
に
こ
た
え
ら
れ
る
琵
琶
湖
政
策
に
つ
い
て

柴
田
智
恵
美
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
琵
琶
湖
文
化
館
に
つ
い
て

▼
ス
ポ
ー
ツ
強
化
対
策
に
つ
い
て

蔦
田
　
恵
子
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
県
と
市
町
と
の
連
携
に
つ
い
て

▼
文
化
財
保
護
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

奥
村
　
芳
正
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
警
察
官
の
業
務
負
担
や
処
遇
等
に
つ
い
て

▼
滋
賀
の
教
育
問
題
に
つ
い
て

木
沢
　
成
人
　
議
員
（
対
話
の
会
・
び
わ
こ
ね
っ
と
）

▼
施
策
、
事
業
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
つ
い
て

▼
行
政
改
革
に
お
け
る
人
材
活
用
に
つ
い
て

中
谷
　
哲
夫
　
議
員
（
湖
政
会
）

▼
び
わ
湖
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
う
み
の
こ
事
業
に
つ
い
て

▼
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
に
つ
い
て

梅
村
　
　
正
　
議
員
（
公
明
党
）

▼
持
続
可
能
な
社
会
実
現
へ
ー
第
一
年
目
の
平
成
20
年
度
予
算
に
つ

い
て

▼
琵
琶
湖
と
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

▼
中
小
企
業
の
振
興
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

▼
大
規
模
小
売
店
舗
の
出
店
と
子
ど
も
と
生
活
を
守
る
取
り
組
み
に

つ
い
て

◆
代
表
質
問
◆

◆
一
般
質
問
◆

た
。
今
後
、
そ
の
中
か
ら
最
も
適

切
な
工
法
が
選
定
さ
れ
、
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
対
策
工

を
選
定
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

近
隣
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
こ

と
と
合
わ
せ
、
住
民
の
安
心
を
得

る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

安
全
、
安
心
な
対
策
工
の
選
定
の

考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

琶
湖
環
境
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の

予
算
は
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
い
ま

す
。琵

琶
湖
の
重
要
性
を
考
え
る
と

甚
だ
心
配
を
す
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
の
琵
琶
湖
の
環
境

保
全
の
取
組
に
つ
い
て
、
知
事
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。


